
 

 

２０１９．5．８（水） 

岸和田市立八木南小学校 

校 長  谷  早 苗  

生 活 指 導 委 員 会 

 
学校では、学校の内外の暮らしについて、右記の『八木南小学校 生活のきまりとやくそ

く』の内容に基づき、各教室に掲示して指導しています。各ご家庭でも、内容にご理解いた

だき、ご指導・ご協力いただければ幸いです。 

 ◎登校時刻を守る 

  遅刻はもちろんですが、早過ぎる登校も職員の目が行き届かなかったり、人通 

りの少ない中での登校になり、危険であると学校では指導しています。ご協力 

をお願いします。 

 ◎通学路を守る 

  出来る限り『一斉下校』のコースに沿った経路を通学路と定めて、その通学路 

を通って登下校するよう、各ご家庭でもご指導下さい。 

 ◎学習に必要のないものは持ってこない 

  学校は、「学習の場・集団で生活する教育の場」であることをご理解いただき、 

お子様の持ち物を、もう一度ご確認下さい。 

・必要以上のメモ帳 ・用途以外のキーホルダー ・カード類 ・ゲーム類 

・ミサンガ  ・ストラップ  ・必要以上のペン類（シャープペンを含む） 

・スマホ、携帯電話 等 その他流行のものや必要以上に高価なものもお控え下さい。 

★どうしても携帯電話を持たす必要がある場合は必ず担任にお申し出ください。 

 許可されても校内は使用禁止です。 

★上記のようなものは、学校内で、様々な問題やトラブルを引き起こします。 

 ◎学校生活にふさわしい身だしなみをする  

 ○服 装 

 標準服。準備出来ない場合は、それ準じた服装(紺･白･黒･グレー等） 

 冬季の服装は11月くらいに生活指導だよりで詳しくお知らせします。 

 ○その他 

  成長期の子どもたちの健康・安全も含め、《髪染め・パーマ・ピアス・ネイル》 

等は、ふさわしくないと考えます。全職員で指導に当たります。 

考え方や価値観は様々だと思います。また、「細かいことを」と思われる部分もあるかもしれ

ません。しかし、学校は子どもが社会人に成長するための大切な場です。集団生活を身につけ、

社会的な常識を身につけることができるように考えています。どうか保護者の皆様のご理解とご

協力をよろしくお願いします。 



 生活のきまりとやくそく  

八木南小学校 

☆き ま り 
登下校時刻を守る 

 

登校時刻   午前７：５０～８：２５ 

 最終下校   午後４：４５（３～１０月）、午後４：３０（１１～２月） 

 

チャイムの合図を守る    名札をつける 

☆や く そ く 

学校での生活 

 

・すすんであいさつをする 

・通学路を守って登下校する 

・学校生活にふさわしい身だしなみをする 

・学習に必要でないものを持ってこない 

・天気のよい日は運動場で元気に遊ぶ 

・教室やろうかであばれない 

・一度学校に来たら、下校までは出ない 

 

放課後の生活 

 

・行先・帰宅時刻を家の人に連絡してから遊びに行く 

・田や畑・池など、危険なところで遊ばない 

・子どもだけでゲームセンター・カラオケには行かない 

・用事がないのにスーパーやコンビニなどに行かない 

・知らない人や声をかけられた人について行かない 

・交通ルールを守る 

・校内ではお菓子などを食べない 

・一度下校した後は学校に遊びに来ることはできない 

・忘れものなどを取りに来た時など自転車はネット裏や体育倉庫前にきちんと並べ

て置く 

・校区外へは、自分たちだけで行かない 

ただし市民センター(桜台・八木など)へは、 

３～６年生は､必ずお家の人のゆるしをもらってから行くようにしましょう 

１・２年生は、責任の持てる人に連れていってもらうようにしましょう  

 

 



 

 
 

4月の生活目標は『すすんであいさつをしよう』でした。 

新しいクラス、友だち、先生と仲良くなるためにまずはみんなであいさつをしよう

と考え、生活委員会が率先してあいさつ運動に取り組むことになりました。先週月

曜日から通用門の前で生活委員の5，

6 年生が大きな声であいさつをして

います。みんなも元気に明るくあいさ

つをしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年生の給食が開始しました。初日はみんなの大好きな「カレーライス」、とい

うより、準備の早い「カレーライス」。慣れた高学年には簡単な給食準備も 1 年生

にはそうはいきません。そこで6年生の各クラスから1年生に給食のお手伝いに行

っています。1 年生も 6 年生のお兄ちゃん、お姉ちゃんに手伝ってもらっておいし

い給食をお腹いっぱい食べています。 

 

 

 



 

 

 

 


